
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菜園活動 

3 月 9 日保育所の畑に食育活動の一環としてじゃがいもの植え付けを行いました。 

メークイン・男爵・きたあかりの三種類を植え、畑には子どもたちが心を込めて作った 

品種入りの立て看板を立てました。植え付けの後は毎日畑に足を運び「早く大きくなれへんかなぁ」と 

観察し、成⾧を見守る姿が見られます。保育者がお世話をしていると「なんかお手伝いするわ。」と一緒に 

雑 草 抜 き を し て く れ た り 、 芽 が 顔 を 出 し 日 に 日 に 大 き く な っ て い く 様 子 に 気 づ く と 、             

嬉しそうな表情で報告してくれます。観察の合間にはダンゴ虫を探したり、近くのミカンの木で蝶の幼虫  

を見つけたりと、自然への関心が広がり、遊びも豊かに膨らんでいるように感じます。 

           収穫の日を楽しみに、これからも大切に育てていきたいと思います。  

                                  

ゆり組(5 歳児) 担任 

 

 

 

 

おいしい笑顔 

新しい環境にドキドキしている子どもたちにとって、給食の時間が「ホッとで

きるひとときに」なるよう、心を込めて作っています。 

給食では日本各地の郷土料理を取り入れています。新しいメニューのときは、食べ慣れない味や食感に 

戸惑うこともあるかもしれませんが、お友だちと一緒に「おいしいね」と笑い合い、苦手な給食があった子

が、お友だちの「おいしいね」で、一口食べられたときの経験をたくさんしてほしいです。 

苦手なものにも、まずは「ひとくち・・・」から挑戦できるよう、彩りや切り方も工夫し、おいしい笑顔が

たくさんみられるよう、給食室より届けたいと思います。 

                               給食室 調理員 

 

４月がはじまりました 

 ２０2５年度が終わり、ゆり組５歳児の子どもたちは、小学一年生になりました。ピカピカののランド

セルを毎日代わるがわる見せにきてくれて、楽しんで通学しているようで安心しています。今年も窓の外

から子どもたちの声がしたら、事務所の窓を開けて、お喋りを楽しみたいと思っています。 

  そして、２０２６年度がスタートしました。今年の慣らし保育も泣き声のオンパレード。慣らし保育

は、少しずつ預かる時間を増やしていく事でお子さんに負担なく保育所に慣れてもらう期間です。はじめ

てお預けになる時は、保護者の方も泣き声に胸が締め付けられる思いだったと思います。お子さんも今ま            

でいつも一緒だったお母さんと離れる時間が生まれるなんて思いもよらなかったこと。子どもたちの泣き  

声は親子の関係がしっかり築かれていた証しだと思いながら接しています。お子さんと、保育者との信頼

関係も日に日に深まりつつあり、笑顔も増えてきました。この先はもっと楽しんで過ごしてくれると思い

ます。お仕事が終わられたら、笑顔でお子さんのお迎えに来て抱きしめてあげてください。きっと最高の

笑顔で迎えてくれますよ。 

                                主任保育士  久米 千枝子 

 

 

 

 

 

 

卒園式、入園式 

  

 

園庭の桜もちらほら咲き出した３月１４日に暖かな雰囲気の中、２１名が卒園しました。 

友だち家族へのメッセージがこもった「ぼくのたからもの」を前に座ってくれている家族をしっかり 

見て、心を込めて歌う姿は感動でした。入園した当初はコロナ禍で入園式もきちんとした形で行えず、

だれもが不安でいっぱいでした。卒園式はマスクをつけずお家の人と向かい合い成⾧した姿を見て 

もらうことができました。これからも何事にも一生懸命取り組み、周りの人と自分を大切にして成⾧し

てくれることを願っています。 

  

４月１日は入園式がありました。桜は満開でしたが、あいにくの雨。新しいお友だちや 

家族の方はドキドキしながら参加してくれました。やまさんからは歌のプレゼントも 

ありました。入園して１ヵ月がたちます。子どもたちも少しずつ園の生活にも慣れてきて笑顔で 

過ごしてくれるようになりました。最も大事な幼少期を過ごす保育園が子どもたちや保護者の方に 

とって生涯の良い思い出になるように職員一同、保育をしていきたいと思います。 

 

 

０歳児 担任 

ようこそ 子どもの家へ 

 

 

 4 月 1 日に子どもの家の入部式がありました。今年度は９名の１年生が新しく仲間となり、入部して

くれました。入部式では、少し緊張しながらも、前に立って名前・小学校名・学童で楽しみにしている

こと等、自己紹介をしてくれました。皆さんに拍手をもらって「ほっ」とした表情が印象的でした。自

己紹介の楽しみにしていることでも人気だった、けん玉を 2 年生が披露してくれたり、３年生はお茶、

おやつバイキング等の行事紹介をしてくれました。前日から文章を考えたり、順番に読み上げる練習を

したりと子どもたち主体の入部式は、子どもの家の思い出のスタートになってくれたと思います。 

入部式の翌日、始業式が終わり小学校までお迎えに行くと、ピカピカのランドセルに負けないぐらい

のピカピカの笑顔で、教室から出てきた子どもたち、「学校でな……」と子どもの家までの帰り道は学校

での出来事をたくさんお話してくれました。この日は、１年生の歓迎会を行いました。出し物や、チー

ム対抗リレー、おやつには手作りパフェを食べました。チーム対抗リレーでは縦割りのグループでチー

ム名、走る順番も子どもたちが決めました。「よーいドン」でスタートするとなんと同着！「もう１回や

りたい」の声に２回戦まで行いました。最後には“ようこそ 子どもの家へ”のポーズで記念写真を撮り、

思い出がまたひとつ増えました。 

下校時間の大切な時間を、子どもの家で楽しい思い出をたくさん積み重ねていければと思います。 

 

 

                                子どもの家  指導員 

 

 


